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１ 経 緯 

本県では、平成18年に策定した山梨県廃棄物総合計画に引き続き、廃棄物等の発

生抑制、循環的利用等に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、平成23

年８月に第２次山梨県廃棄物総合計画を策定したところである。 

この計画では、平成20年度を基準年とし、平成27年度までに廃棄物の排出量を一

般廃棄物は10.7％、産業廃棄物は12.7％それぞれ削減すること等の数値目標を掲げ

ており、こうした目標を達成していくため、県民、事業者、行政が取り組むべき具

体的な行動目標を定め、廃棄物等の発生抑制などに向けた取組を強化していくこと

としたものである。 

また、この計画を着実に推進するため、県民、事業者、市町村と連携を図るとと

もに、毎年度環境保全審議会に計画の進捗状況を報告する中で、適切な進行管理を

行うこととしている。 

 

２ 計画の進行管理 

次の項目について実績を把握し、計画に掲げた数値目標との比較検討を行い、

その状況を評価する。 

（１）廃棄物の排出状況(平成22年度実績) 

     ① 一般廃棄物：排出量、再生利用率、最終処分量 

     ② 産業廃棄物：排出量、再生利用率、最終処分量 

 

（２）各主体の状況(平成22年度実績) 

     ① 県 民：１人１日当たりに家庭から排出するごみの量 

     ② 事業者：事業系廃棄物排出量（事業系一般廃棄物、産業廃棄物） 

     ③ 市町村：一般廃棄物処理計画に基づく施策の推進と計画の見直し 

 

（３）各種施策の実施状況 

       平成23年度における実施状況 

 

  ※ 参考「数値目標の概要」 
 

           〔基準年(H20)〕                     〔目標年(H27)〕     
 

         ○ 一般廃棄物排出量 
                  328千ｔ                    293千ｔ（10.7％削減） 
         ○ 産業廃棄物排出量 
                1,391千ｔ                   1,215千ｔ（12.7％削減） 
         ○ 1人1日当たりに家庭から排出するごみの量 ※１ 

                   623ｇ                     505ｇ（19％削減） 
         ○ 事業系一般廃棄物排出量 
                   88千ｔ                     80千ｔ（9.1％削減） 
          
 

   ※１ （ごみ排出量－事業系ごみ排出量－集団回収量－生活系資源ごみ排出量）／総人口／年日数 
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３ 進捗状況 

（１）廃棄物の排出状況 
     ① 一般廃棄物 
    一般廃棄物については、基準年と比較すると排出量全体は減少しているが、

そのうち事業系ごみの排出量は平成21年度・平成22年度は横ばいとなってい

る。基準年と比較して最終処分量が増加しているのは、溶融スラグの再利用

に関する基準の変更に伴うものである。 
（千t）

基　 準　 年 目　 標　 年
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成27年度

328 320 316 293
生活系ごみ 225 220 216 197
事業系ごみ 88 85 85 80
集団回収量 15 15 15 16

18.5% 18.3% 18.7% 25.0%
29 31 30 26
9% 10% 9% 9%

実　　　　績
項　　 　　目

排 　出　 量

再生利用率

最終処分量
（最終処分率）

 

 

一般廃棄物排出量等の経年変化
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     ② 産業廃棄物 

    産業廃棄物については、基準年と比較すると排出量は減少しているが、平成

22年度は前年度と比較すると増加している。これは、リニア工事の影響により

鉱業の排出量（汚泥）が増えたためである。このことに伴い、最終処分量も増

加した。 
（千t）

基　 準　 年 目　 標　 年
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成27年度

1,391 1277 1,328 1,215
(1,841) (1,762) (1,801) (1,764)

65% 68% 65% 70%
（50%） （50%） （49%） （50%）

144 131 171 105
(144) (131) (171) (105)
10% 10% 13% 9%

（8%） （7%） （10%） （6%）
　※　(  )内は、上下水道汚泥を含む値

実　　　　績

（最終処分率）

再生利用率

最終処分量

項　　 　　目

排 　出　 量
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産業廃棄物排出量等の経年変化
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（２）各主体の行動目標の状況 
     ① 県民 
    １人１日当たりに家庭から排出されるごみの量（ごみの減量化に加え分別収

集への取組を評価するため、生活系ごみから生活系資源ごみを控除）は、平成1

8年度をピークに平成19年度以降は減少している。 
（ｇ）

基準年 目標年
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成27年度

排出量 623 604 597 505

項　目
実　　　績
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     ② 事業者 
    事業系一般廃棄物の排出量は平成20年度以降減少傾向にあったが、平成21年

度・平成22年度は横ばいの状況である。産業廃棄物の排出量については、リニア

工事の影響により前年度から増加した。 
（千ｔ）

基準年 目標年
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成27年度

88 85 85 80
1,391 1,277 1,328 1,215

実　　　績
項　　　　目

事業系一般廃棄物排出量
産業廃棄物排出量（再掲）  
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事業系一般廃棄物排出量
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     ③ 市町村 
    一般廃棄物処理計画は、平成23年度末で未策定の市町村があるため、策定に

向けて引き続き支援していくとともに、計画の見直しを検討する市町村に対し
ても支援・助言を行っていく。 

 

４ 各種施策の実施状況 
    別記のとおり(P7～) 
 

５ 評 価 
（１）一般廃棄物 

排出量については、平成22年度の年次目標を達成することができた。平成1
9年度から年々減少しているが、事業系ごみの排出量が横ばい傾向にあること
などから、排出抑制に向けた一層の取り組みが必要である。 

再生利用率については、市町村において分別回収の取組や住民への普及啓
発などにより上昇傾向にあるが、現状において目標に達していないことから、
市町村でのごみ分別の周知徹底や普及啓発の強化等、更なる再生利用の推進に
向けた取り組みの充実・強化が必要である。 

最終処分量についても、目標に達していないことから、発生抑制や再生利
用を推進する取り組みの強化が必要である。 
 

 

【目標値と実績値との比較】 
      （千t）

H22目標値 H22実績値 対比
318 316      △0.6％

生活系ごみ 217 216      △0.5％
事業系ごみ 86 85      △1.2％
集団回収量 15 15       　　0％

20.4% 18.7% △1.7ﾎﾟｲﾝﾄ
28 30         7.1％
9% 9%

排  出  量

再生利用率
最終処分量

（最終処分率）
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再生利用率
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（２）産業廃棄物 

平成22年度はリニア工事の影響により鉱業の排出量（汚泥）が増えたため、
排出量及び最終処分量が増加し、再生利用率は減少した。そのため、排出量以
外は年次目標を達成できなかった。 

リニア工事以外の部分では、排出事業者の努力により、排出量等の削減が進
んでいるが、今後も引き続き再生利用や減量化を進めるとともに排出量の削減
を図るよう普及啓発などの取り組みを推進していくことが必要である。 
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【目標値と実績値との比較】 
      （千t）

H22目標値 H22実績値 対比
1,341 1,328      △1.0％

66% 65%   △1ﾎﾟｲﾝﾄ
133 171   　　28.6％
10% 13%      3ﾎﾟｲﾝﾄ

排  出  量

（最終処分率）

再生利用率
最終処分量
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○ 各種施策の実施状況 

 ① 一般廃棄物関係 

生活系ごみの発生抑制の取組支援 

事業名 やまなしエコライフ県民運動の推進 環境創造課 

 環境にやさしいライフスタイルへの転換を図り「CO2ゼロやまなし」の実現を目

指し、県民が参加しやすい７つのエコ運動（マイバッグ運動、マイはし運動、マイ

ボトル運動、リユースびん運動、エコドライブ運動、緑のカーテン運動、環境家計

簿運動）を「やまなしエコライフ県民運動」として提唱し、県民の参加を推進した。 

・エコライフ県民運動のチラシ及び環境家計簿の配布 

・エコライフ県民運動セミナーの開催（H23.11.8） 

事業名 市町村の一般廃棄物処理事業の３Ｒ化の促進・支援 環境整備課 

 市町村が行う一般廃棄物処理事業における３Ｒ化を推進するため、担当者会議等

において、国が示した指針の周知など情報提供を行った。 

事業名 ごみ減量化リサイクル推進事業に対する支援 環境創造課 

 地域の実情に即した市町村等のごみ減量化の促進を図るため、市町村等が実施す

るごみ減量化リサイクル推進事業、地球温暖化対策事業、環境教育推進事業に対し

て支援した。（環境保全活動支援事業費補助金） 

・H23：9市町 9,008千円（H22：10市町 9,339千円） 

  うち、減量化リサイクル推進事業は、1市町 2,308千円 

事業名 ごみ減量・リサイクル推進キャンペーン 環境創造課 

 消費や排出段階でのごみの減量とリサイクルの推進を図るため、環境の日（6月5

日）を中心とする「やまなし環境月間」中に、県及び市町村が主体となり啓発物品

を配布した。 

・実施場所：甲府駅南口広場及び県内各地（JR駅、観光地、大型小売店等） 

事業名 ノーレジ袋事業の推進 環境創造課 

 レジ袋の削減とごみに関する意識啓発を図るため、「山梨県におけるマイバッグ

等の持参促進及びレジ袋削減に関する協定」参加事業者のレジ袋無料配布中止の取

組について支援し、レジ袋削減及びマイバッグ等の持参促進に関する普及啓発活動

を実施した。 

・マイバッグキャンペーン（甲府駅前） H23.10.12 

（峡中・峡東地域スーパー） H23.10.23 

環境教育・環境学習の推進 

事業名 環境学習指導者の派遣（やまなしエコティーチャー） 環境創造課 

 環境に関する専門的な知識・豊富な経験・意欲のある人材を、やまなしエコティ

ーチャーとして登録し、民間団体などが開催する研修会等に講師として派遣した。 

・やまなしエコティーチャーの更新 38 名（登録者数 56 名） 

・エコティーチャー派遣実績 50 回 

  (うち、ごみ減量化･リサイクル推進に関する研修会等への派遣 11 回) 

事業名 エネルギー教育の推進 義務教育課 

発

生

抑

制

の

推

進 

 ｢小中学校エコ活動推進キャンペーン～地球のエネルギーを考えよう｣を展開し、省

資源・省エネ活動を行い、エネルギーの無駄遣いをなくすとともに、廃棄物の減少

の普及啓発を図った。 

・県内小学校でのリサイクル活動 H23: 99.5％(H22:96.9%) 

・県内中学校でのリサイクル活動 H23:100.0％(H22:91.2%) 

 

（別記） 
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事業系ごみの発生抑制の取組支援 

事業名 事業系一般廃棄物の減量化の推進 環境整備課 

 ｢事業系一般廃棄物減量化指針｣に基づき、取り組みの実施を促すため、ホームペ

ージを活用し、指針の周知を図った。 

事業名 市町村・組合のごみ処理施設での事業系ごみの搬入検査の支援 環境整備課 

 事業者の排出抑制、分別促進、適正排出等の取組の推進に向け、市町村・組合が行

う事業系ごみの搬入検査を支援するため、他県事例の視察等、情報収集を行った。 

事業名 環境マネジメントシステムの導入支援 産業支援課 

 廃棄物の減量を図るため、環境ISO認証取得をしようとする中小企業者等へ専門

家を派遣し、認証取得支援を行った。 

・支 援 内 容 専門家派遣経費の2/3助成 

・専門家派遣先 H23:1社(H22:2社) 

事業名 環境対策技術研究開発の支援 産業支援課 

 環境保全に資する製品の創出を図るため、地場中小企業者等が行う、新技術や新

製品の研究開発に対し支援した。(ものづくり産業支援事業費補助金) 

・環境･新エネルギー関連分野の研究開発 H23:2件(H22:2件) 

  省エネに係る研究 

循環型社会と地球温暖化対策など低炭素社会に向けた取組の推進 

事業名 やまなしエコライフ県民運動の推進（再掲） 環境創造課 

 環境にやさしいライフスタイルへの転換を図り「CO2ゼロやまなし」の実現を目

指し、県民が参加しやすい７つのエコ運動（マイバッグ運動、マイはし運動、マイ

ボトル運動、リユースびん運動、エコドライブ運動、緑のカーテン運動、環境家計

簿運動）を「やまなしエコライフ県民運動」として提唱し、県民の参加を推進した。 

・エコライフ県民運動のチラシ及び環境家計簿の配布 

・エコライフ県民運動セミナーの開催（H23.11.8） 

事業名 やまなし環境マネジメントシステムの推進 環境創造課 

 県独自の環境マネジメントシステムを用いた、庁舎･施設内での省エネルギー、

省資源、廃棄物の削減、リサイクル活動等、環境保全に関する職員の取り組み等の

推進を図った。 

・個別項目の目標達成状況（H23） 

  目標達成:7項目(CO2排出量、電気､軽油､灯油、A重油、都市ガス、水道) 

  目標未達成のうち改善:3項目(ガソリン、可燃ごみ､リサイクル率) 

  目標未達成のうち未改善:2項目(LPガス、コピー用紙) 

事業名 グリーン購入の推進 出納局管理課 

発

生

抑

制

の

推

進 

 平成14年度に策定した｢山梨県グリーン購入の推進を図るための方針｣に基づき、廃

棄物の発生を抑制するため、再使用・リサイクルが可能な製品、廃棄時の処理や処分

が容易である製品の購入推進を図った。 

・H23 特定調達品目:15 分野 155 品目(H22:15 分野 153 品目(99.9％購入)) 

一般廃棄物の循環的利用の取組支援 

事業名 容器包装廃棄物の分別収集の促進 環境創造課 

循

環

的

利

用 

 びん、缶等の容器包装の分別収集を促進し、ごみの減量化・リサイクルの推進を

図るため、「第 6期山梨県分別収集促進計画」を策定し、県が取り組む推進方策を

定め、市町村担当者等を対象に説明会を開催し支援を行った。さらに、ホームペー

ジを活用し、分別収集について周知を図った。 

 



---- 9  9  9  9 ----    

 

事業名 特定家庭用機器廃棄物のリサイクルの促進 環境創造課 

 家電リサイクル法に基づき特定家電機器のリサイクルを促進するため、市町村と

連携し、リサイクルシステムについて各種情報提供を行った。また、環境省各種調

査を取りまとめ、山梨県電気商業組合主催の「くらしの電化懇談会」で消費者団体

等に説明を実施した。 

事業名 ごみ減量化リサイクル推進事業に対する支援（再掲） 環境創造課 

 地域の実情に即した市町村等のごみ減量化の促進を図るため、市町村等が実施す

るごみ減量化リサイクル推進事業、地球温暖化対策事業、環境教育推進事業に対し

て支援した。（環境保全活動支援事業費補助金） 

・H23：9市町 9,008千円（H22：10市町 9,339千円） 

  うち、減量化リサイクル推進事業は、1市町 2,308千円  

事業名 事業所リサイクルシステムの構築支援 環境創造課 

 山梨県内の排出事業者が、収集運搬業者、処分業者、市町村、NPO等と連携し、モ

デル的なリサイクルシステム構想の策定のための協議会の開催や実用化に係る調査

等を通じて、事業系廃棄物のリサイクルシステムを構築するために行う事業を支援

する。（環境保全活動支援事業費補助金） 

・H23：9市町 9,008千円（H22：10市町 9,339千円） 

  うち、事業所リサイクルシステム構築事業 実績なし 

事業名 市町村の一般廃棄物処理事業の３Ｒ化の促進・支援（再掲） 環境整備課 

市町村が行う一般廃棄物処理事業における３Ｒ化を推進するため、担当者会議等に

おいて、国が示した指針の周知など情報提供を行った。 

事業名 市町村・組合のごみ処理施設での事業系ごみの搬入検査の支援（再掲） 環境整備課 

 事業者の排出抑制、分別促進、適正排出等の取組の推進に向け、市町村・組合が行

う事業系ごみの搬入検査を支援するため、他県事例の視察等、情報収集を行った。 

事業名 環境保全型農業の推進 農業技術課 

 環境にやさしい農業を推進し、環境保全と生産性を調和させた持続性の高い農業

の確立、環境への負荷軽減を図る取り組みを着実に推進するため、「山梨県環境保

全型農業推進協議会」を開催する等、化学肥料・化学合成農薬低減に向けた栽培技

術が県内農家に浸透し、産地ぐるみでの取り組みが拡大している。 

・認定エコファーマー H23：7,522名（H22：7,414名） 

環境教育・環境学習の推進（再掲） 

事業名 環境学習指導者の派遣（やまなしエコティーチャー）（再掲） 環境創造課 

 環境に関する専門的な知識・豊富な経験・意欲のある人材を、やまなしエコティ

ーチャーとして登録し、民間団体などが開催する研修会等に講師として派遣した。 

・やまなしエコティーチャーの更新 38 名（登録者数 56 名） 

・エコティーチャー派遣実績 50 回 

  (うち、ごみ減量化･リサイクル推進に関する研修会等への派遣 11 回) 

事業名 エネルギー教育の推進（再掲） 義務教育課 

循

環

的

利

用

の

推

進 

 ｢小中学校エコ活動推進キャンペーン～地球のエネルギーを考えよう｣を展開し、省

資源・省エネ活動を行い、エネルギーの無駄遣いをなくすとともに、廃棄物の減少

の普及啓発を図った。 

・県内小学校でのリサイクル活動 H23: 99.5％(H22:96.9%) 

・県内中学校でのリサイクル活動 H23:100.0％(H22:91.2%) 
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循環型社会と地球温暖化対策など低炭素社会に向けた取組の推進（再掲） 

事業名 やまなしエコライフ県民運動の推進（再掲） 環境創造課 

 環境にやさしいライフスタイルへの転換を図り「CO2ゼロやまなし」の実現を目指

し、県民が参加しやすい７つのエコ運動（マイバッグ運動、マイはし運動、マイボ

トル運動、リユースびん運動、エコドライブ運動、緑のカーテン運動、環境家計簿

運動）を「やまなしエコライフ県民運動」として提唱し、県民の参加を推進した。 

・エコライフ県民運動のチラシ及び環境家計簿の配布 

・エコライフ県民運動セミナーの開催（H23.11.8） 

事業名 やまなし環境マネジメントシステムの推進（再掲） 環境創造課 

 県独自の環境マネジメントシステムを用いた、庁舎･施設内での省エネルギー、省

資源、廃棄物の削減、リサイクル活動等、環境保全に関する職員の取り組み等の推

進を図った。 

・個別項目の目標達成状況（H23） 

  目標達成:7項目(CO2排出量、電気､軽油､灯油、A重油、都市ガス、水道) 

  目標未達成のうち改善:3項目(ガソリン、可燃ごみ､リサイクル率) 

  目標未達成のうち未改善:2項目(LPガス、コピー用紙) 

事業名 グリーン購入の推進（再掲） 出納局管理課 

循

環

的

利

用

の

推

進 

 平成14年度に策定した｢山梨県グリーン購入の推進を図るための方針｣に基づき、廃棄

物の発生を抑制するため、再使用・リサイクルが可能な製品、廃棄時の処理や処分が容

易である製品の購入推進を図った。 

・H23特定調達品目:15分野155品目(H22:15分野153品目(99.9％購入)) 

一般廃棄物の適正処理の取組支援 

事業名 市町村の一般廃棄物処理事業の３Ｒ化の促進・支援（再掲） 環境整備課 

 市町村が行う一般廃棄物処理事業における３Ｒ化を推進するため、担当者会議等

において、国が示した指針の周知など情報提供を行った。 

事業名 一般廃棄物処理施設の整備、維持管理のための技術的支援・助言 環境整備課 

 一般廃棄物処理施設の適正な運営のため、市町村に対し、廃棄物処理施設の整備、

長寿命化・延命化のための技術的助言や国の交付金等の活用について支援・助言を

行った。 

事業名 一般廃棄物処理計画の策定と見直しの促進 環境整備課 

 市町村における廃棄物処理の基本となる処理計画であるため、未策定の市町村に

は早期策定を促すとともに、社会経済情勢の変化等に即した計画となるよう、策定

済の市町村に対しても見直しを含め助言を行った。 

・策定市町村数 H24.4現在：26/27（H23：24/27） 

事業名 「山梨県ごみ処理広域化計画」の推進 環境整備課 

適

正

処

理

の

推

進 

 市町村等におけるごみ処理を広域的に行っていくため、「山梨県ごみ処理広域化

計画」に基づき、一般廃棄物の焼却施設を段階的に集約する。 

・ごみ処理広域化計画 H20～29年度までの10年間で、焼却施設を10施設から5施設

に集約 

  甲府・峡東地域におけるごみ処理広域化の実現のため、ごみ処理施設建設のた

めの支援を行っている。 
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事業名 市町村の災害廃棄物処理対策に対する支援・助言 防災危機管理課 

 災害発生時の応急対策及び復旧復興対策について、円滑な対応が図られるよう、

各市町村の地域防災計画の見直しの際、必要に応じて助言を行った。 

事業名 市町村・組合のごみ処理施設での事業系ごみの搬入検査の支援（再掲） 環境整備課 

 事業者の排出抑制、分別促進、適正排出等の取組の推進に向け、市町村・組合が行

う事業系ごみの搬入検査を支援するため、他県事例の視察等、情報収集を行った。 

し尿、浄化槽汚泥の適正処理の推進 

事業名 生活排水対策の推進 大気水質保全課 

 平成21年1月に見直しを行った「生活排水処理施設整備構想」により、下水道、農

業集落排水処理施設、浄化槽等の生活排水処理施設の整備を計画的かつ効率的に推

進し、生活排水による水質汚濁の防止に努めた。 

・生活排水クリーン処理率 H23：77.2％（H22：75.9％） 

※ 生活排水クリーン処理率＝生活排水処理施設整備人口/県人口×100 

事業名 浄化槽対策の促進 大気水質保全課 

生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、生活環境の保全及び公衆衛生の

向上に資するため、下水道等の集合処理に適さない地域など、市町村が実施する浄

化槽の整備事業を支援した。（浄化槽設置整備事業補助金） 

・H23：19市町村（H22：19市町村） 

  ※ 設置費用の4割の1/3を国の交付金と併せて補助 

・生活排水クリーン処理率 H23：77.2％（H22：75.9％） 

・浄化槽処理率 H23：12.7％（H22：12.1％） 

  ※ 浄化槽処理率＝浄化槽処理人口/県人口×100 

事業名 一般廃棄物処理施設の整備、維持管理のための技術的支援・助言（再掲） 環境整備課 

 一般廃棄物処理施設の適正な運営のため、市町村に対し、廃棄物処理施設の整備、

長寿命化・延命化のための技術的助言や国の交付金等の活用について支援・助言を

行った。 

広域的な一般廃棄物最終処分場の確保の推進 

事業名 市町村の連携による広域的な一般廃棄物最終処分場の確保の推進 環境整備課 

適

正

処

理

の

推

進 

 市町村が長期間にわたり安定的に一般廃棄物の処理責任を果たしていくため、市

町村の連携による広域的な一般廃棄物最終処分場の確保に向けた取組を支援し、平

成24年度から山梨県市町村総合事務組合が事業主体となり境川処分場の整備が進め

られることになった。 

 
 ② 産業廃棄物関係 

事業者による発生抑制の取組の促進 

事業名 多量排出事業者の廃棄物の減量化に係る取組の促進 環境整備課 

発

生

抑

制

の

推

進 

 産業廃棄物の発生抑制・適正処理に積極的に取り組む意思のある排出事業者等を｢排

出抑制取組事業者｣と位置付け、ホームページで取組事業者名等を公表するとともに、

取組結果や取組状況が優良であると認定した事業者については、｢認定事業者｣として、

ホームページに掲載し、企業のイメージアップに資することで事業者を支援した。 

・申込状況 H23:67社(H22:70社) 
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事業名 環境マネジメントシステムの導入支援（再掲） 産業支援課 

 廃棄物の減量を図るため、環境ISO認証取得をしようとする中小企業者等へ専門家

を派遣し、認証取得支援を行った。 

・支 援 内 容 専門家派遣経費の2/3助成 

・専門家派遣先 H23:1社(H22:2社) 

事業名 環境対策技術研究開発の支援（再掲） 産業支援課 

発

生

抑

制

の

推

進  環境保全に資する製品の創出を図るため、地場中小企業者等が行う、新技術や新

製品の研究開発に対し支援した。(ものづくり産業支援事業費補助金) 

・環境･新エネルギー関連分野の研究開発 H23:2件(H22:2件) 

  省エネに係る研究 

産業廃棄物の循環的利用の取組支援 

事業名 建設副産物の有効利用の促進 技術管理課 

「山梨県建設リサイクル推進計画」に基づき、建設工事において、コンクリート

塊、建設発生木材、アスファルト・コンクリート塊等の建設副産物のリサイクルを

推進するため、建設副産物実態調査を行い、実績のフォローアップを行った。 

・建設廃棄物のリサイクル率 H20（98％）（H19：99％）※H21以降は調査中 

事業名 環境保全型農業の推進（再掲） 農業技術課 

 環境にやさしい農業を推進し、環境保全と生産性を調和させた持続性の高い農業

の確立、環境への負荷軽減を図る取り組みを着実に推進するため、「山梨県環境保

全型農業推進協議会」を開催する等、化学肥料・化学合成農薬低減に向けた栽培技

術が県内農家に浸透し、産地ぐるみでの取り組みが拡大している。 

・認定エコファーマー H23：7,522名（H22：7,414名） 

事業名 家畜排せつ物の適正管理・利用の促進 畜産課 

 堆肥の調整や畜産環境の保全に取り組む畜産農家に対する巡回指導や、畜産アド

バイザーの養成などを通じ、家畜排せつ物の適正な管理と適切な処理を行い、良質

な堆肥を生産し利用することにより、環境にやさしい農業の推進と家畜排せつ物の

有効利用の促進を図った。 

・家畜保健衛生所による現地巡回・指導 2回 

・畜産環境アドバイザーの養成 1名 

・堆肥の腐熟度検査 

事業名 食品残さの有効利用の促進（やまなしエコフィード利用促進事業） 畜産課 

循

環

的

利

用

の

推

進 

 県内の食品工場等で排出される食品残さを家畜飼料（エコフィード）として有効

利用するため、民間におけるエコフィードの生産を促進し、畜産農家におけるエコ

フィードの利用を定着させ、畜産経営の安定化を図るとともに、循環型社会の構築

を推進した。 

・エコフィード利用推進会議及び研修会の開催 3回 

産業廃棄物の適正処理の推進 

事業名 産業廃棄物の適正処理等に係る意識向上の推進 環境整備課 

適

正

処

理

の

推

進 

 産業廃棄物の適正処理の推進を図るため、10月の｢産業廃棄物適正処理強化月間｣の期間

中、(社)山梨県産業廃棄物協会に一部事業を委託し、啓発活動を行った。 

・｢県民の日｣記念行事イベントの甲府小瀬会場(H23.11.19～20)及び富士吉田会場

(H23.10.22)において、｢廃棄物なんでも相談コーナー｣の開設、産業廃棄物の適正処

理に関する啓発パネルや各種リサイクル品の展示等を実施した。 

・排出事業者、産業廃棄物処理業者等を対象に研修会を開催(H23.10.19) 
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事業名 産業廃棄物処理業者への適正処理の監視・指導の強化 環境整備課 

 産業廃棄物の適正処理の徹底を図るため、許可更新等に伴う現地確認の実施、定

期立入検査日における立入検査の実施、産業廃棄物適正処理強化月間中における講

習会開催などを行った。 

事業名 産業廃棄物の処理に係る検査・監視・指導の実施 環境整備課 

 産業廃棄物の適正処理の徹底を図るため、産業廃棄物処理業者等の事業場へ立入

調査を行い、関係書類、廃棄物の保管･処理状況、廃棄物処理施設の稼働状況等を検

査、監視し、必要な指導を随時行った。 

事業名 廃棄物処理施設の設置に関する事前協議の実施 環境整備課 

 廃棄物の適正処理を推進し生活環境の保全を図るため、｢山梨県廃棄物処理施設設

置に関する指導要領｣に基づき、廃棄物処理施設を設置する場合、法の手続きの前段

階において、事業計画内容等の住民への周知や住民意見の事業活動への反映を事業

者に指導し、住民との合意形成を図った上で円滑な廃棄物処理施設の設置を推進し

た。 

・事前協議書受領件数 H23:11件（H22:2件） 

事業名 市町村・組合のごみ処理施設での事業系ごみの搬入検査の支援（再掲） 環境整備課 

 事業者の排出抑制、分別促進、適正排出等の取組の推進に向け、市町村・組合が行

う事業系ごみの搬入検査を支援するため、他県事例の視察等、情報収集を行った。 

事業者による適正処理や施設整備の促進 

事業名 PCB(ポリ塩化ビフェニル)廃棄物の適正処理の促進 環境整備課 

 PCB廃棄物の適正処理を推進するため、PCB廃棄物保管事業者等の事業場への立入

調査を行い、関係書類、廃棄物の保管状況等の確認を行うとともに、北海道におい

て適切に処理するよう情報提供等を行った。 

・H20.4から本県が属する北海道事業の処理が開始され、H21に63台、H22に74台の

PCB廃棄物であるコンデンサが処理のため搬出された。 

事業名 農業用廃プラスチックの適正処理の推進 果樹食品流通課 

 農業用廃プラスチックの不適正処理による、自然環境や生活環境への支障を未然

に防止するため、(社)山梨県農業用廃プラスチック処理センターが行う、県内で排

出された農業用廃プラスチックの適正処理を推進した。 

・収集量 H23:671t  

・処理量 H23:638t 

事業名 環境対策融資による施設整備支援 商業振興金融課 

 金融機関が中小企業に対して融資した金額の一定割合を、県信用保証協会を経由

して融資実行金融機関に預託し、低利・固定、長期の融資である県制度融資の利用

を促進した。（山梨県商工業振興資金貸付金（環境対策融資もメニューの一つ） 

・環境対策融資 H23：5件 33,480千円（H22：7件 98,050千円） 

公共関与による廃棄物最終処分場の活用 

事業名 公共関与による廃棄物最終処分場の利用促進 環境整備課 

適

正

処

理

の

推

進 

 廃棄物の適正処理を推進するとともに、廃棄物の自県内処理ができるよう、公共

関与による最終処分場「山梨県環境整備センター」の活用を推進した。 
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 ③ 不法投棄対策 

不法投棄未然防止対策の推進 

事業名 不法投棄監視体制の構築・強化 環境整備課 

不法投棄等の未然防止、早期発見、拡大防止等を図るため、不法投棄監視協力

員によるパトロール、廃棄物対策連絡協議会の廃棄物監視員や民間委託による監

視パトロールなどを実施した。 

・不法投棄監視協力員数 1,024名 

・休日・夜間監視パトロール 470回実施 

事業名 不法投棄対策の広域連携 環境整備課 

不法投棄の広域化等に対応するため、近隣都県市で構成する産廃スクラム２９

や、山梨県、静岡県、神奈川県富士箱根伊豆地域不法投棄防止連絡会議での情報

共有、一斉パトロールなどを実施した。 

・合同パトロール実施回数 3回 

事業名 不法投棄未然防止事業への支援 環境整備課 

 山間部や人目に付きにくい道路脇など、不法投棄のおそれのある場所や、不法

投棄が繰り返し行われる場所に不法投棄防止柵等を設置する事業を行う市町村に

対して補助を行った。（不法投棄未然防止事業費補助金） 

・富士・東部林務環境事務所管内 1箇所設置 

事業名 廃棄物対策連絡協議会による不法投棄対策の推進 環境整備課 

各林務環境事務所に廃棄物監視員を配置し、廃棄物の不法投棄、不適正処理等

のパトロールを実施するとともに、廃棄物の適正処理に関する普及・啓発を行っ

た。また、管内市町村から要請のあった場所については、重点監視を行うととも

に、必要に応じて廃棄物の撤去等も行った。 

不法投棄廃棄物の適正処理の推進 

事業名 不法投棄廃棄物の撤去・適正処理 環境整備課 

不法投棄された廃棄物について、原因者不明など行為者等による撤去が困難な場所

において、生活環境等への著しい支障が懸念される場合や不法投棄の規模等を考慮の

うえ、土地の所有者・管理者、市町村及び廃棄物対策連絡協議会と連携して早期撤去

を実施するとともに、悪質な不法投棄事案に対しては、行政処分や刑事告発など厳正

に対応した。 

事業名 廃棄物対策連絡協議会による不法投棄対策の推進（再掲） 環境整備課 

不

法

投

棄

防

止

対

策

の

推

進 

各林務環境事務所に廃棄物監視員を配置し、廃棄物の不法投棄、不適正処理等

のパトロールを実施するとともに、廃棄物の適正処理に関する普及・啓発を行っ

た。また、管内市町村から要請のあった場所については、重点監視を行うととも

に、必要に応じて廃棄物の撤去等も行った。 
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前計画の目標達成状況について 

 

前計画における数値目標の項目及び目標の達成状況については下記のとおりで

ある。 

 

 １ 数値目標の項目 

（１）廃棄物の排出状況 

① 一般廃棄物：排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量 

② 産業廃棄物：排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量 

 

（２）各主体の行動目標の状況 

  ① 県 民：１人１日当たりの生活系ごみの排出量 

  ② 事業者：事業系廃棄物排出量（事業系一般廃棄物、産業廃棄物） 

  ③ 市町村：一般廃棄物処理計画策定率 

 

※「数値目標の概要」 
 

           〔基準年(H15)〕                     〔目標年(H22)〕     
 

         ○ 一般廃棄物排出量 
                  348千ｔ                    312千ｔ（10.3％削減） 
         ○ 産業廃棄物排出量 
                1,598千ｔ                   1,297千ｔ（18.8％削減） 
         ○ 1人1日当たりの生活系ごみの排出量 
                   737ｇ                     663ｇ（10％削減） 
         ○ 事業系一般廃棄物排出量 
                   94千ｔ                     75千ｔ（20％削減） 
         ○ 一般廃棄物処理計画策定率 

                   47％（H17）               100％ 

 

 

資 料 １ 
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２ 目標の達成状況 

（１）廃棄物の排出状況 

     ① 一般廃棄物：排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量 
    排出量については、平成18年度までは横ばいだったが、市町村による発生抑

制等の取組により平成19年度以降は減少し、目標値に近い値まで減少した。 
    再生利用量については、計画期間中、ほぼ横ばいで推移したが、排出量の削

減が進んだため、再生利用率は微増した。 
　（千ｔ）

構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

348 100 349 100 347 100 349 100 339 100 328 100 320 100 316 100 312 100
再生利用量 61 17 60 17 64 19 64 18 61 18 60 18 59 18 59 19 87 28
減量化量 255 74 257 74 251 72 253 73 248 73 239 73 230 72 227 72 202 65
最終処分量 32 9 32 9 32 9 32 9 30 9 29 9 31 10 30 9 23 7

目　 標　 年
平成22年度平成16年度 平成17年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

実　　　　績
平成18年度

項　　 　　目

排 　出　 量

平成15年度
基　 準　 年

 

 

 

 

排出量

300

310

320

330

340

350

360

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度
排出量目標値 実績値

千t

再生利用量

20

40

60

80

100

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度再生利用量目標値 実績値

千t

最終処分量

0

10

20

30

40

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度
最終処分量目標値 実績値

千t
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     ② 産業廃棄物：排出量、再生利用量、減量化量、最終処分量 
    産業廃棄物については、排出事業者の努力により、概ね目標どおり推移した。 

　（千ｔ）

構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成 構　成
（％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％） （％）

1,598 1495 1,476 1,455 1,450 1,391 1,277 1,328 1,297
(2,000) (1,921) (1,913) (1,895) (1,891) (1,841) (1,762) (1,801) (2,302)

960 60 903 60 912 62 901 62 904 62 900 65 853 67 860 64 808 62
(993) (50) (936) (49) (948) (50) (932) (49) (942) (50) (927) (50) (881) (50) (888) (49) (921) (40)
382 24 358 24 336 23 358 25 347 24 339 24 286 22 289 22 321 26

(751) (38) (750) (39) (738) (39) (767) (40) (750) (40) (762) (41) (743) (42) (734) (41) (1,213) (53)
247 15 226 15 219 15 190 13 190 13 144 10 131 10 171 13 161 12

(247) (12) (226) (12) (219) (11) (190) (10) (190) (10) (144) (8) (131) (7) (171) (9) (161) (7)

その他 8 1 8 1 9 1 6 0 9 1 8 1 7 1 8 1 7 0

　※　(  )内は、上下水道汚泥を含む値

目　 標　 年
平成21年度 平成22年度平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度

実　　　　績
平成22年度平成19年度

最終処分量

100

項　　 　　目

基　 準　 年

100

減量化量

排 　出　 量 100 100

平成20年度

100100

再生利用量

100 100 100

 

 排出量

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度排出量目標値 実績値

千t

再生利用量

700

750

800

850

900

950

1000

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度再生利用量目標値 実績値

千t

最終処分量

0

50

100

150

200

250

300

H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22

年度
最終処分量目標値 実績値

千t



 

----    18181818    ----    

（２）各主体の行動目標の状況 
     ① 県民：１人１日当たりの生活系ごみの排出量 
    平成18年度までの増加傾向から、平成19年度以降は市町村による発生抑制の

取組等により引き続き減少傾向にある。 
　　　　　　（ｇ）

基準年 目標年
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成22年度

排出量 737 728 728 746 720 708 696 684 663

実　　　績
項　目

 

１人１日当たりの生活系ごみの排出量
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     ② 事業者：事業系廃棄物排出量（事業系一般廃棄物、産業廃棄物） 
    基準年と比較すると減少しているものの、削減の遅れが見られる。 

　　　　　（千ｔ）
基準年 目標年

平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成22年度
94 97 91 93 93 88 85 85 75

1,598 1,495 1,476 1,455 1,450 1,391 1,277 1,328 1,297

項　　　　目

事業系一般廃棄物排出量
産業廃棄物排出量（再掲）

実　　　績
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     ③ 市町村：一般廃棄物処理計画策定率 
    各市町村の取組により、ほぼ目標どおり策定が進んだ。 
 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 目標年（H22）
18/38 15/28 16/28 19/28 21/28 24/27 26/27 27/27

47 54 57 68 75 89 96 100

策定済市町村数/全市町村数

一般廃棄物処理計画策定率（％）

項　　　　目
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